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日
本
共
産
党
茨
城
県
委
員
会
は
４

月
２７
日
、
水
戸
市
で
市
田
忠
義
副
委

員
長
を
迎
え
た
集
い
「
政
治
の
モ
ヤ

モ
ヤ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！
茨
城
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
with
市
田
さ
ん
」
を
開
き
ま

し
た
。
医
療
や
保
育
、
業
者
、
農

業
、
学
生
の
分
野
か
ら
５
人
が
登
壇

し
、
現
場
の
悩
み
や
政
治
に
実
現
し

て
ほ
し
い
こ
と
を
発
言
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
保
育
園
で
働
く
保
育
士
の

女
性
は
「
子
ど
も
の
笑
顔
や
可
愛
い

姿
、
成
長
を
毎
日
間
近
で
見
ら
れ
る

素
敵
な
仕
事
だ
」
と
強
調
。
一
方
で

保
育
士
の
給
与
が
低
く
、
国
が
処
遇

改
善
費
を
導
入
し
た
も
の
の
基
本
給

の
ア
ッ
プ
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
し

て
、
「
公
定
価
格
こ
そ
底
上
げ
し
、

労
働
環
境
を
整
え
て
働
き
や
す
い
職

場
に
し
て
ほ
し
い
。
若
い
人
が
『
保

育
士
に
な
り
た
い
』
と
言
え
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

市田忠義副委員長を迎え
タウンミーティング

若
い
人
が
保
育
士
に
な
り

た
い
と
言
え
る
よ
う
に

　

医
療
機
関
に
勤
務
す
る
男
性
は
、

病
院
経
営
が
危
機
に
瀕
し
、
全
国
で

倒
産
や
休
廃
業
が
相
次
い
で
い
る
と

指
摘
。
経
営
が
厳
し
い
も
と
で
も
差

額
ベ
ッ
ド
代
を
受
け
取
ら
ず
、
無

料
・
定
額
診
療
を
続
け
て
い
る
医
療

機
関
も
あ
る
と
し
、
「
お
金
が
な
い

こ
と
で
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
医
療
現
場

の
リ
ア
ル
を
伝
え
、
あ
る
べ
き
社
会

保
障
の
実
現
を
め
ざ
し
た
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

医
療
現
場
は
経
営
危
機

　

看
板
業
者
の
男
性
は
重
い
税
負
担

を
め
ぐ
り
、
「
赤
字
で
も
売
り
上
げ

が
あ
れ
ば
納
め
な
い
と
い
け
な
い
の

が
消
費
税
だ
」
と
訴
え
。
「
増
税
地

獄
で
事
業
を
た
た
む
人
、
仕
事
を
辞

め
て
、
せ
っ
か
く
習
得
し
た
技
能
を

生
か
せ
な
い
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え

る
。
不
公
平
な
消
費
税
は
今
す
ぐ
や

め
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

コ
メ
農
家
に
所
得
補
償
を

自
営
業
に
重
い
消
費
税

　

コ
メ
農
家
の
男
性
は
「
最
低
賃
金

１
５
０
０
円
を
め
ざ
し
て
頑
張
ろ
う

と
い
う
時
代
に
コ
メ
農
家
の
時
給
１０

円
は
あ
り
得
な
い
」
と
吐
露
。
米
価

が
高
騰
す
る
も
と
で
も
、
資
材
や
肥

料
は
高
騰
し
農
家
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
営
農
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
し

て
「
コ
メ
を
安
く
安
定
し
て
供
給
す

る
た
め
に
も
所
得
補
償
を
し
て
ほ
し

い
。
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
に
軍
事
費

を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
農
業
予
算

こ
そ
増
や
し
て
農
家
や
国
民
を
守
っ

て
ほ
し
い
」
と
求
め
ま
し
た
。

高
い
学
費
の
軽
減
を

はたやま和也（比例予定候補）

高橋誠一郎（茨城選挙区予定候補）

県後援会総会県後援会総会
   多くの国民が自民党政治に怒り、どの党に託すか模索してい
ます。裏金を暴いたのは共産党です。自民党は片手に企業献金、
片手に政党助成金、内ポケットに裏金と商品券まで。物価高で
苦しむ国民より「利権とカネ」です。国民民主は自民党を助け
企業団体献金禁止に反対、維新の会もひどい予算に賛成。自民
党を助ける党が伸びても変わりません。財源を示し消費税減税
を説得力持って言えるのも、トランプ関税にアメリカ言いなり
やめよと言えるのも日本共産党だけです。やっぱり大本から自
民党政治を切り換える日本共産党が伸びてこそ、変化が起きる
ことを胸を張って周りに広げていきましょう。

   どこでも「物価、米価の高騰なんとかして」という声です。
コシヒカリ 5 キロ 5000 円を超え定食屋さんではご飯おかわり
100 円の張り紙。子ども達も「朝ごはんがパンに変わってお小
遣いが減らされた」。学生の 4 人に一人が食費月 1 万円だけとい
う深刻さです。全国三番目の農業県茨城から、日本の農政立て
直す仕事をやらせてください」と訴えています。「歴史の過ちを
二度と繰り返してはいけない」－これが私の政治活動の原点で
す。反戦・平和で一途に頑張ってきた日本共産党を大きくして、
平和を守る政治をつくっていきたい。ともに頑張りましょう。

7 月参院選
公示せまる！

5 月 14 日

西
部
地
区
委
員
長
・
稲
石
紀
保

西
部
地
区
委
員
長
・
稲
石
紀
保

　
筑
西
市
議
補
選
（
定
数
２
）
が

４
月
20
日
投
開
票
さ
れ
、
日
本
共

産
党
元
職
の
石
嶋
い
わ
お
氏
が
議

席
を
獲
得
し
三
浦
ゆ
ず
る
市
議
と

合
わ
せ
２
議
席
と
な
り
、
議
案
提

出
権
を
回
復
。
参
院
選
勝
利
に
向

け
て
特
に
大
事
と
感
じ
た
点
を
３

点
の
べ
ま
す
。

▼
第
一
に
、
候
補
者
の
決
意
と
市

党
及
び
支
援
の
皆
さ
ん
の
あ
き
ら

め
な
い
奮
闘
で
す
。
宣
伝
、
ビ
ラ

ま
き
、
電
話
か
け
な
ど
最
後
ま
で

頑
張
り
ぬ
き
ま
し
た
。
マ
イ
ハ
ン

ド
マ
イ
ク
を
購
入
し
て
告
示
前
１

人
街
宣
対
話
に
連
日
と
り
く
む
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

▼
第
二
に
、
候
補
者
先
頭
に
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
で
市
民
と
直
接
対
話
、

声
や
実
態
を
リ
ー
フ
や
論
戦
に
生

か
し
た
こ
と
で
す
。

▼
第
三
に
わ
か
り
や
す
く
希
望
あ

る
道
を
示
す
論
戦
で
す
。
そ
の
角

度
か
ら
、
国
政
と
市
政
の
対
決
点
、

み
ん
な
で
つ
か
み
と
っ
た
筑
西
市
議
補
選
ト
ッ
プ
当
選

み
ん
な
で
つ
か
み
と
っ
た
筑
西
市
議
補
選
ト
ッ
プ
当
選

提
案
型
の
政
策
、
市
議
団
の
実
績

と
候
補
者
の
人
柄
を
知
ら
せ
ま
し

た
。「
物
価
と
コ
メ
問
題
」「
国
民

が
政
治
を
動
か
し
始
め
て
い
る
、

変
え
ら
れ
る
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

大
切
で
し
た
。

▼
市
長
選
は
３
人
と
も
自
民
党
的

な
政
治
の
継
承
者
で
市
民
に
は

「
い
っ
た
い
誰
に
入
れ
た
ら
」
の
気

分
が
あ
り
、「
誰
が
市
長
に
な
っ
て

も
補
選
は
石
嶋
、
市
議
会
で
共
産

党
が
の
び
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も

必
要
」と
訴
え
ま
し
た
。
ビ
ラ
配
布
、

音
宣
伝
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
シ
ョ
ー
ト
動
画
が

届
き
、
最
終
盤
「
あ
と
一
歩
」
の

訴
え
を
広
げ
、
日
を
追
っ
て
反
応

が
よ
く
な
り
ま
し
た
。

▼
事
務
所
に
は
、
自
民
党
支
持
の

人
達
か
ら
も
「
今
の
自
民
や
石
破

も
ダ
メ
、
今
度
は
石
嶋
」
な
ど
の

電
話
が
相
次
ぎ
、
開
票
翌
日
は
、

緊
張
し
な
が
ら
の
匿
名
電
話
が
地

区
事
務
所
に
何
件
も
か
か
っ
て
き

ま
し
た
。

▼ 

参
院
選
６
５
０
万
票
１０
％
、
比

例
５
議
席
確
保
に
む
け
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
地
域
に
ど
ん
ど
ん
姿
を

現
わ
し
、
苦
難
に
共
感
し
な
が
ら

「
イ
チ
推
し
」
の
日
本
共
産
党
を
明

る
く
語
り
広
げ
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
に
が
ん
ば
っ
て
「
新
し
い

政
治
」
を
前
に
進
め
ま
し
ょ
う
。  

が
ん
ば
り
い
か
ん
で
躍
進
の
流
れ
は
起
こ
せ
る
！

が
ん
ば
り
い
か
ん
で
躍
進
の
流
れ
は
起
こ
せ
る
！

はたやま和也
高橋誠一郎 予定

候補

▶
左
か
ら
高
橋
氏
・
石
嶋
氏
・
は
た
や
ま
氏

　

看
護
学
生
の
女
性
が
文
書
で
発

言
。
介
護
士
と
し
て
働
き
な
が
ら
勉

強
を
続
け
、
看
護
学
校
に
合
格
し
た

と
い
い
ま
す
。
学
生
は
「
自
分
の
学

費
は
３
年
間
で
３
５
０
万
円
。
高
い

学
費
が
壁
と
な
り
、
学
び
た
く
て
も

学
べ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
」
と

指
摘
。
「
金
銭
の
壁
は
個
人
や
家
庭

の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
の
問
題
と

し
て
捉
え
る
べ
き
。
『
学
び
た
い
』

と
の
気
持
ち
を
社
会
で
尊
重
し
あ

う
、
温
か
い
社
会
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

市
田
氏
は
、
財
界
・
大
企
業
優

先
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
自
民
党

政
治
を
変
え
て
こ
そ
、
国
民
の
願
い

が
実
現
で
き
る
と
力
説
。
参
院
選
で

の
日
本
共
産
党
の
勝
利
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

市田忠義党副委員長

高橋誠一郎予定候補



　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
７５
才
以
上
の

高
齢
者
を
国
保
や
健
保
か
ら
追
い
出
し
、
高

齢
者
だ
け
の
医
療
保
険
に
強
制
的
に
囲
い
込

み
、
保
険
料
の
負
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し

つ
け
る
悪
法
で
す
。
２
０
０
８
年
の
制
度
創

設
以
来
、
保
険
料
の
値
上
げ
が
繰
り
返
さ
れ
、

高
齢
者
の
生
活
と
健
康
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

基
金
活
用
で
保
険
料
軽
減
求
め
る

　
茨
城
県
で
も
２４
年
度
は
、
２
年
毎
の
保
険

料
改
定
に
よ
っ
て
11
％
の
大
幅
負
担
増
が
強

行
さ
れ
、
近
県
と
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
１
・
２
）。
窓
口
負
担
は
、「
原
則
１
割
、

現
役
並
み
所
得
者
３
割
」
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
２２
年
に
単
身
で
２
０
０
万
円
以
上
な

ど
の
窓
口
負
担
を
２
割
に
引
き
上
げ
る
改
悪

を
進
め
ま
し
た
（
表
３
）。
政
府
は
３
割
負
担

対
象
を
さ
ら
に
広
げ
る
方
針
で
す
。

　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

の
２５
年
第
１
回
定
例
会
で
、
25
年
度
一
般
会

計
予
算
案
（
約
14
億
円
）
と
、
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
案
（
約
４
０
０
０
億
円
）
が

　

７９
歳
で
市
議
選
に
立

候
補
。
当
選
し
て
か
ら

が
本
当
に
大
変
で
し

た
。
ま
る
で
議
会
は
別

世
界…

文
教
厚
生
委
員

土浦市議会議員

福田勝夫

後
期
高
齢
者
議
会

党
議
員
団
３
名

賛
成
多
数
で
可
決
。

共
産
党
の
３
名
の

議
員
は
一
般
会
計

に
賛
成
す
る
と
と

も
に
、
特
別
会
計

に
反
対
。
県
民
の

苦
し
い
生
活
実
態

を
示
し
て
負
担
の

軽
減
を
訴
え
ま
し

た
。

（２）2025 年５月号

会
（
教
育
・
文
化
・
医
療
・
福

祉
関
係
）
に
所
属
し
ま
し
た
が

膨
大
な
資
料
の
山
が
全
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
土
浦
市
に
は
中
核
病
院
が
２

つ
と
診
療
所
や
介
護
施
設
も
。

小
中
学
校
は
２３
校
。
こ
の
間
、

給
食
費
無
償
化
や
高
齢
者
の
補

聴
器
補
助
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

　
自
衛
隊
駐
屯
地
と
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
基
地
も
あ
り
、
土
地
利
用

規
制
法
問
題
や
、
霞
ヶ
浦
導
水

事
業
の
無
駄
使
い
な
ど
課
題
が

沢
山
で
す
。
県
や
国
へ
の
提
案
・

解
決
へ
、
市
民
運
動
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
長
年
の
願
い
で
あ
る
公
園
ト

イ
レ
洋
式
化
や
ベ
ン
チ
増
設
・

 均等割額（円） 所得割(％) 

平成 20 年度・21 年度 37,462 7.60 

平成 22 年度・23 年度 37,462 7.60 

平成 24 年度・25 年度 39,500 8.00 

平成 26 年度・27 年度 39,500 8.00 

平成 28 年度・29 年度 39,500 8.00 

平成 30 年度・令和 1 年度 39,500 8.00 

令和 2 年度・3 年度 46,000 8.50 

令和 4 年度・5 年度 46,000 8.50 

令和 6 年度・7 年度 47,500 9.66 

 

表 1　後期高齢者医療保険料の推移

＊保険料の賦課限度額の上限は令和 7年度、80 万円

県内被保険者数 474,744 人 割合（％） 

窓口 1 割負担 340,337 人 71.69 

窓口 2 割負担 105,158 人 22.15 

窓口 3 割負担 29,249 人 6.16 

 

   

表３　被保険者の窓口負担状況
　　　（令和 6年 9月現在）

表４  被保険者の所得階層別人数
　　　( 令和 5年度実態調査報告より）
 人数 割合（％） 

総数 458,717  

所得なし 220,553 48.08 

所得あり 237,418 人のうち  0～30 万円未満 43,207 18.20 

  〃        30 万円以上～50 万未満 22,287 9.39 

  〃        50 万円以上～100 万円未満 46,236 19.47 

  〃       100 万円以上～200 万円未満 85,273 35.92 

  〃       200 万円以上～300 万円未満 23,739 10.00 

  〃       300 万円以上 16,676 7.02 

所得不詳 746 0.16 

 

１１
％
値
上
げ
（
２
０
２
４
年
度
）

　
高
野
衛
・

鉾
田
市
議
は

特
別
会
計
の

反
対
討
論
で
、

加
入
者
の

高野衛
（鉾田市議）

高
額
療
養
費
・
自
己
負
担
限
度
額

引
上
げ
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
を
提
案

83
％
が
収
入
２
０
０
万
円
未
満
（
表
４
）
で
、

外
来
窓
口
２
割
負
担
や
出
産
育
児
支
援
金
な

ど
負
担
増
が
続
く
中
で
「
こ
れ
以
上
の
負
担

は
限
界
だ
」
と
の
住
民
の
声
が
あ
が
っ
て
い

菊地昇悦
（大洗町議）

遠藤憲子
（牛久市議）

る
こ
と
を
紹
介
。
そ
の
上
で
、「
高
額
療
養

費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
撤
回

を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
菊
地
昇
悦
・

大
洗
町
議
は

同
意
見
書
の

賛
成
討
論
で
、

が
ん
患
者
な

意
見
書
に
賛
成
討
論

「
が
ん
患
者
の
希
望
を
奪
う
改
悪
や
め
よ
」

ど
長
期
に
わ
た
る
治
療
で
苦
し
む
人
に
と
っ

て
、
今
以
上
の
自
己
負
担
は
さ
ら
な
る
苦
痛

に
な
る
と
指
摘
。「
生
き
る
希
望
を
絶
つ
よ

う
な
制
度
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
主
張
。

同
意
見
書
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
高
額
療
養
制
度
の
負
担
増
に

対
し
て
、
が
ん
患
者
の
団
体
は
じ
め
国
民
の

怒
り
の
声
と
運
動
が
急
速
に
広
が
る
な
か
、

国
会
で
「
凍
結
」
へ
追
い
こ
み
ま
し
た
。

基
金
１
２
３
億
円
の
活
用
求
め
る

　今年 9 月には県知事選が行われます。県
民に冷たい大井川県政の問題点がよくわか
ると評判の県政パンフレット（県議団作成）
ができました。無料です。ぜひ学習会や対
話でご活用ください。必要な方は県委員会
までお電話ください。ホームページからも
ご覧いただけます。

茨城県政パンフレット 2025茨城県政パンフレット 2025
ご活用ください

県政の問題点が
よくわかる
県政の問題点が
よくわかる

リレーコラム vol.８リレーコラム vol.８

希望のまど希望のまど
労
働
運
動

労
働
運
動

遊
具
塗
装
、
県
道
の
信
号
機
設

置
、
農
業
用
水
路
の
改
善
、
市

特
別
道
路
の
拡
幅
工
事
な
ど
身

近
な
要
望
の
前
進
も
あ
り
ま
す
。

　
今
の
課
題
は
１
８
８
あ
る
公

共
施
設
を
３０
年
か
け
て
集
約
・

複
合
・
統
廃
合
化
す
る
問
題
で

す
。
市
民
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
街
へ
が
ん
ば
り
ま
す
。

    

５
月
３
日
に
は
平
和
の
シ
ン

ボ
ル
「
９
条
の
碑
」
の
除
幕
式

が
で
き
ま
し
た
。
２５
団
体
・
４

５
０
名
余
の
個
人
の
募
金
が
寄

せ
ら
れ
建
立
で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

▲「土浦に憲法 9 条の碑をつくる会」
が 5 月 3 日、78 回目を迎えた憲法
記念日に「9条の碑」の除幕式を開催。
60 人が参加し完成を祝うとともに、
平和への誓いを新たにしました。

地
域
活
動

地
域
活
動

・
子
育
て
・

・
子
育
て
・

を
力
に
市
議
選
へ

を
力
に
市
議
選
へ

月
額
一
人
平
均
保
険
料

令
和
７
年
度

茨城県　6549 円

群馬県　6169 円

栃木県　5942 円

福島県　5320 円

茨
城
が
近
県
で
最
高
額

　
遠
藤
憲
子
・
牛
久
市
議
は
、

昨
年
度
51
億
円
に
な
っ
た
県
の

財
政
安
定
化
基
金
や
、
一
般
質

問
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
72

億
円
の
医
療
給
付
費
準
備
基
金

を
取
り
崩
し
て
、
加
入
者
の
負

担
軽
減
に
還
元
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

( 表２)

江尻 かな
茨城県議会議員


